
地

方

と

中

央

ー
『
太
平
記
』
巻
十
一
の
構
成
と
展
開

l

巻
九
・
巻
十
で
、
京
都
・
鎌
倉
に
お
け
る
北
条
氏
の
滅
亡
を
記
し
た
『
太

、
(
注
1
)

平
記
』
は
、
巻
十
一
で
は
、
代
わ
る
べ
き
主
役
と
し
て
の
合
帝
後
藤
醐
天

皇
が
「
主
上
」
と
し
て
京
都
に
還
幸
す
る
経
過
を
語
り
つ
つ
、
巻
九

・
巻
十

で
採
り
上
げ
な
か
っ
た
地
方
の
動
静
を
も
描
く
。
そ
の
章
立
て
は
次
の
通
り

(
注
2
)

で
あ
る
。

一
、
五
大
院
右
衛
門
宗
繁
膝
相
模
太
郎
事

二
、
諸
終
被
進
早
馬
於
船
上
事

一
二
、
書
宮
崎
山
行
幸
事
付
新
田
注
進
事

四
、
正
成
参
兵
庫
事
付
還
幸
事

五
、
筑
紫
合
戦
事

六
、
長
門
探
題
降
参
事

谷

土百

伊

太

雄

七
、
越
前
牛
原
地
頭
白
書
事

八
、
越
中
守
護
白
書
事
付
怨
霊
事

九
、
金
剛
山
寄
手
等
被
訴
事
付
佐
介
貞
俊
事

nwu 

第

一
章
で
は
、
ま
ず
、
新
田
義
貞
に
よ
る
鎌
倉
制
圧
(
巻
十
)
後
の
「
平
氏

ノ
一
族
達
」
の
悲
劇
的
状
況
が
概
観
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
「
中
ニ
モ
」
と
し
て
、

巻
十
第
十
三
章
で
そ
の
動
静
が
諏
訪
盛
高
の
口
か
ら
語
ら
れ
た

「高
毒
」
(
北

条
高
時
の
嫡
子
・
相
撲
太
郎
邦
時
)
の
事
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
る
。
北
条
高
時

に
「
此
邦
時
ヲ
パ
汝
ニ
預
置
ゾ
、
如
何
ナ
ル
方
便
ヲ
モ
廻
シ
、
是
ヲ
隠
シ
置
キ
、

時
到
リ
ヌ
ト
見
へ
パ
、
取
立
テ
亡
魂
ノ
恨
ヲ
可
レ謝
」
と
し
て
、
邦
時
(
「
五
大

院
右
衛
門
ガ
妹
ノ
腹
-
一
出
来
タ
ル
子
」
)
を
託
さ
れ
た
五
大
院
右
衛
門
尉
宗
繁

は
、
「
仔
細
候
ハ
ジ
」
と
承
諾
し
て
「
鎌
倉
ノ
合
戦
ノ
最
中
-
一
、
降
人
ニ
」
な
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
「
二
三
日
ヲ
経
テ
後
、
平
氏
悉
滅
ビ
」
北
条
一
族
へ
の
追

求
の
手
が
伸
び
て
来
た
た
め
、
「
イ
ヤ
/
¥
果
報
牽
ハ
テ
タ
ル
人
ヲ
扶
持
セ
ン
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ト
テ
適
遁
得
タ
ル
命
ヲ
失
ハ
ン
ヨ
リ
ハ
、
此
人
ノ
在
所
ヲ
知
タ
ル
由
、
源
氏
ノ

兵
ニ
告
テ
、
京
ロ
ナ
キ
所
ヲ
願
シ
、
所
領
ノ
一
所
ヲ
モ
安
堵
セ
パ
ヤ
」
と
考
え
、

邦
時
に
対
し
て
、
船
田
入
道
(
新
田
義
貞
の
執
事
)
が
押
し
寄
せ

る
と
偽
り
「
夜
ニ
紛
レ
テ
、
急
ギ
伊
豆
ノ
御
山
ノ
方
へ
落
サ
セ
給
候
へ
」
と

「
誠
シ
顔
ニ
成
テ
」
告
げ
る
。
そ
の
言
葉
を
信
じ
て
「
五
月
二
十
七
日
ノ
夜
半

計
ニ
、
忍
テ
鎌
倉
ヲ
落
」
ち
て
い
く
相
模
太
郎
邦
時
の
姿
に
つ
い
て
は
、

「ソ

コ
共
不
ν
知
、
泣
々
伊
豆
ノ
御
山
ヲ
尋
テ
、
足
ニ
任
テ
行
給
ヒ
ケ
ル
、
心
ノ
中

コ
ソ
哀
ナ
レ
」
と
描
か
れ
る
。

宗
繁
の
密
告
を
「
心
中
ニ
ハ
悪
キ
者
ノ
云
様
哉
ト
乍
レ
恩
」
聞
い
た
船
田
入

道
は
、
「
先
子
細
非
ジ
、
ト
約
束
シ
」
た
上
で

「
五
月
二
十
八
日
明
ボ
ノ
ニ
、

浅
猿
ゲ
ナ
ル
妻
レ
姿
」
で
相
模
河
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
邦
時
を
捕
え
、

「
翌

日
ノ
晩
、
潜
ニ
首
ヲ
釧
」
ね
た
。

一
方
、
宗
繁
に
関
し
て
は
「
欲
心
ニ
義
ヲ
忘
レ
タ
ル
五
大
院
右
衛
門
ガ
心
ノ

程
、
希
有
也
、
不
道
也
ト
、
見
ル
人
毎
-
一
爪
弾
ヲ
シ
テ
悪
シ
カ
パ
」
と
し
て
、

新
田
義
貞
も
宗
繁
の
処
罰
を
秘
か
に
決
定
す
る
。
そ
の
事
を
察
知
し
た
宗
繁
は
、

身
を
隠
し
た
も
の
の
「
途
ニ
乞
食
ノ
如
ニ
成
果
テ
、
道
路
ノ
街
ニ
シ
テ
、
飢
死

ニ
ケ
ル
ト
ゾ
聞
へ
シ
」
と
記
さ
れ
る
J

第
二
章
は
、
五
月
十
二
日
に
、
千
種
忠
顕
・
足
利
高
氏
・
赤
松
円
心
か
ら
、

六
波
羅
没
落
の
報
が
次
々
と
船
上
山
に
届
い
た
と
の
記
述
か
ら
始
ま
る
。
還
幸

に
関
し
て
諸
卿
余
議
が
開
か
れ
、
勘
解
由
次
官
藤
原
光
守
が
「
暫
ク
只
皇
居
ヲ

被
レ
移
候
ハ
デ
、
諸
園
へ
給
旨
ヲ
被
ニ成
下
一
、
東
園
ノ
製
違
ヲ
可
レ
被
ニ御
覧
一ゼ

ヤ
候
ラ
ン
」
と
「
諌
言
ヲ
以
テ
」
述
べ
、
「
嘗
座
ノ
諸
卿
」
も
こ
れ
に
賛
同
し

た
。
し
か
し
、

「主
上
」
(
後
醍
醐
帝
)
は

「自
周
易
ヲ
披
カ
セ
給
テ
、
還
幸
ノ

吉
凶
ヲ
」
占
な
い
、
還
幸
を
決
断
す
る
。

同
二
十
三
日
に
船
上
山
を
出
立
し
た
還
幸
の
行
列
は
、
衣
冠
姿
の
行
房

・
光

守
を
除
け
ば
、
武
装
集
団
に
警
護
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
章
・
第
四
章
で
、
還
京
ま
で
の
経
過
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
二
章
に
「
腰

輿
ヲ
山
陰
ノ
東
ニ
ゾ
被
レ
催
ケ
ル
」
と
あ

っ
た
が
、
第
三
章
で
は

「
五
月
二
十

七
日
ニ
ハ
、
播
磨
図
書
篤
山
へ
行
幸
」
と
あ
る
の
で
、
伯
奮
国
か
ら
列
島
を
横

断
す
る
コ
l
ス
を
辿
っ
た
こ
と
に
な
る
。

書
写
山
円
教
寺
の
宿
老
の
口
か
ら
性

空
上
人
の
故
事

・
寺
仏
の
由
来
な
ど
が
語
ら
れ
、
「
主
上
」

が
「
不
レ斜
信
心
ヲ

傾
サ
セ
給
テ
」
「
嘗
園
ノ
安
室
郷
」
を
「
不
断
如
法
経
ノ
料
所
」
と
し
て
寄
進

し
た
事
が
記
さ
れ
、
「
今
ニ
至
マ
デ
、

其
妙
行
片
時
モ
憐
ル
事
無
シ
テ
、
如
法

如
説
ノ
勤
行
タ
リ
。
誠
二
滅
罪
生
善
/
御
願
難
レ
有
カ
リ
シ
事
共
也」

と
付
記

さ
れ
る
。

以
下
、

「
二
十
八
日
ニ
法
華
山
へ
行
幸」

し、

「晦
日
ハ
兵
庫
ノ
一幡
巌
寺
ト
云

寺
ニ
、
儲
飼
ノ
在
所
ヲ
粘
ジ
テ
、
日
一ク
御
坐
有
ケ
ル
慮
-
一
、
其
日
赤
松
入
道
父

子
四
人
、
五
百
鈴
騎
ヲ
率
シ
テ
参
向
」
し
た
こ
と
、
そ
し
て

「其
日
ノ
午
刻
ご

新
田
義
貞
か
ら

「相
模
入
道
以
下
ノ一

族
従
類
等
、
不
日
ニ
追
討
シ
テ
、
東
園

己
ニ
静
一
巡
」
と
の
報
告
が
届
き
、
「
主
上
ヲ
始
進
セ
テ
、
諸
卿

一
同
ニ
猶
預
ノ

度
襟
ヲ
休
メ
、
欣
悦
称
嘆
ヲ
被
レ議」

た
事
が
短
く
記
さ
れ
る
。

第
四
章
で
は
、

「兵
庫
-
二
日
御
逗
留
有
テ
、
六
月
二
日
被
レ
回
議
輿
一慮

ご

楠
正
成
が
七
千
余
騎
で
参
向
し
、
還
幸
の
先
陣
を
務
め
た
こ
と
、

「
六
月
五
日

n
d
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ノ
暮
程
ニ
、
東
寺
マ
デ
臨
幸
」
な
っ
た
こ
と
、
「
翌
日
六
月
六
日
、
東
寺
ヨ
リ

二
僚
ノ
内
裏
へ
還
幸
」
な

っ
た
こ
と
が
簡
潔
に
記
さ
れ
る
。

六
日
に
は
、

「
臨

時
ノ
宣
下
」
が
あ
っ
て
、
足
利
高
氏
は
治
部
卿
に
、
直
義
は
左
馬
頭
に
任
命
さ

れ
、
二
人
は
、
帯
万
の
武
士
五
百
人
を
随
え
た
千
種
忠
顕
が
鳳
箪
の
前
に
供
奉

す
る
行
列
の
後
方
に
付
き
従
っ
た
。
「
百
司
ノ
守
衛
厳
重
」
な
行
列
を
見
物
す

る
貴
賎
は
「
岐
ニ
満
テ
、
只
帝
徳
ヲ
頒
シ
奉
撃
、
洋
々
ト
シ
テ
耳
ニ
盈
リ
」
と

い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

第
五
章
で
は
、

「京
都
・
鎌
倉
ハ
、
己
三
両
氏
・
義
貞
ノ
武
功
ニ
依
テ
静
訟

シ
ヌ
。
今
ハ
筑
紫
へ
討
手
ヲ
被
レ
下
テ
、
九
園
ノ
探
題
英
時
ヲ
可
レ被
ν
責
」
と

し
て
、
二
条
師
基
を
太
宰
帥
に
任
命
し
派
遣
直
前
の
六
月
七
日
、
「
菊
池

・
小

武
・
大
伴
ガ
許
ヨ
リ
、
早
馬
同
時
三
尽
着
シ
テ
、
九
州
/
朝
敵
無
ν
所
レ残
、
退

治
候
ヌ
ト
奏
聞
」
し
た
事
が
略
述
さ
れ
た
後
、
時
聞
を
湖
行
さ
せ
、

「
其
合
戦

ノ
次
第
ヲ
、
後
ニ
委
ク
尋
ヌ
レ
パ
」
と
い
う
形
で
、
九
州
平
定
の
経
過
が
詳
述

さ
れ
る
。

(
川
注
3
)

「
主
上
未
ダ
舟
上
ニ
御
座
有
シ
時
、
小
武
入
道
妙
慧
・
九
伴
入
道
具
簡

・

菊
池
入
道
寂
阿
、

三
人
間
心
シ
テ
、
御
方
ニ
可
ν
参
由
ヲ
申
入
」
れ
た
た
め
、

「
給
旨
ニ
錦
ノ
御
旗
ヲ
副
テ
」
下
賜
さ
れ
た
。
そ
の
事
を
知
っ
た
探
題
北
条
英

時
が
「
彼
等
ガ
野
心
ノ
貨
否
ヲ
能
々
伺
ヒ
見
ン
為
ニ
」
ま
ず
菊
池
寂
阿
を
博
多

へ
呼
び
出
し
た
と
こ
ろ
、
菊
池
は
「
隠
謀
露
顕
シ
テ
、
我
等
ヲ
討
ン
為
ニ
ゾ
呼

給
フ
覧
」
と
判
断
、
「
勝
負
ヲ
決
セ
ン
」
と
考
え
て
、
小
弐
・
大
友
に
連
絡
を

と
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
友
は
「
天
下
ノ
落
居
未
ダ
知
何
ナ
ル
ベ
シ
ト
モ
見
定

メ
ザ
リ
」
と
の
こ
と
で
「
分
明
ノ
返
事
」
を
し
な
か
っ
た
。
小
弐
は
「
其
比
京

都
ノ
合
戦
ニ
、

六
波
羅
毎
度
勝
ニ
乗
」
と
聞
き
、
「
日
来
ノ
約
ヲ
獲
ジ
テ
」
菊

池
か
ら
の
使
者
を
斬
り
、
そ
の
首
を
探
題
に
差
し
出
し
た
。
激
怒
し
た
菊
池
は

「
元
弘
三
年
三
月
十
三
日
ノ
卯
刻
ニ
、
僅
ニ
百
五
十
騎
ニ
テ
」
探
題
の
館
へ
押

し
寄
せ
た
。
し
か
し
、
「
櫛
田
ノ
宮
ノ
前
」
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
菊
池
の

馬
が

「俄
ニ

ス
ク
ミ
テ
」
一
歩
も
進
ま
な
く
な
っ
た
。
菊
池
は

「大
ニ
腹
ヲ
立

テ
」
「
上
差
ノ
鏑
ヲ
抜
キ
出
シ
、
神
殿
ノ
扉一
ヲ
二
矢
マ
デ
」
射
た
。
す
る
と
馬

の
立
ち
す
く
み
が
な
お
っ
た
の
で
「
サ
ゾ
ト
ョ
、
ト
ア
ザ
笑
テ
」
通
過
し
た
。

や
が
て
、
菊
池
は
探
題
英
時
を
自
害
寸
前
に
ま
で
追
い

つ
め
た
が
、
「小
武
・

大
友
六
千
絵
騎
ニ
テ
、
後
攻
」
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
討
死
を
決
意
し
、
嫡

子
の
肥
後
守
武
重
に
「
汝
ハ
急
我
館
へ
蹄
テ
、
城
ヲ
堅
シ
兵
ヲ
起
シ
テ
、
我
カ

生
前
ノ
恨
ヲ
死
後
-
一
報
ゼ
ヨ
」
と
告
げ
、
行
動
を
と
も
に
し
よ
う
と
す
る
武
重

を
諭
し
て
、

「
若
黛
五
十
鈴
騎
」
と
と
も
に
肥
後
へ
帰
国
さ
せ
る
。
結
局
、
菊

池
入
道
寂
阿
は

「
二
男
肥
後
三
郎
ト
相
共
ニ
、
百
飴
騎
」
で
、
探
題
の
館
に
攻

め
入
っ
て
討
死
を
し
た
。
こ
の
寂
阿
の
死
は
、
櫛
田
宮
前
で
の
変
事
を
語
る
場

面
で

「
軍
ノ
凶
ヲ
ヤ
被
レ
示
ケ
ン
。
文
乗
打
-
一仕
タ
リ
ケ
ル
ヲ
ヤ
御
尤
メ
有
ケ

ン
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
と
、
神
に
対
し
て
寂
阿
が
「
大
ニ
腹
ヲ
立
テ
」

「
ア
ザ
笑
テ
」
と
い
う
態
度
を
と

っ
た
こ
と
と
で
予
想
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ

た。
小
弐
・

大
友
は

「今
度
ノ
振
舞
人
-
一
非
ズ
ト
天
下
ノ
人
ニ
被
レ議
ナ
ガ
ラ
、

暗
知
ズ
シ
テ
世
間
ノ
様
ヲ
聞
居
」
た
が
、

「
五
月
七
日
商
六
波
羅
己

ニ
被
一
貴

落
-テ
、
千
葉
屋
ノ
寄
手
モ
悉
南
都
へ
引
退
シ
ヌ
」

と
聞
い
て

「
仰
天
」

し
た

小
弐
は
、
「
我
レ
探
題
ヲ
奉
ν
討
身
ノ
答
ヲ
遁
パ

ヤ
」
と
考
え
、
菊
池
武
重
と
大

友
と
に
使
者
を
送
る
。
菊
池
は
「
先
-一
懲
テ
」
聞
こ
う
と
は
し
な
か

っ
た
が、

n
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大
友
は
「
我
モ
答
ア
ル
身
ナ
レ
バ
、
角
テ
ヤ
助
カ
ル
」
と
承
諾
し
た
。

探
題
が
「
事
の
貫
否
ヲ
伺
見
ヨ
」
と
派
遣
し
た
長
岡
六
郎
が
「
小
武
入
道
ガ

子
息
筑
後
新
小
或
」
に
、

「
マ
サ
ナ
キ
人
々
ノ
謀
反
ノ
企
哉
」
と
斬
り
懸
か
り
、

遂
に
討
た
れ
た
こ
と
で
、
小
弐
入
道
は
「
サ
テ
ハ
我
ガ
謀
反
ノ
企
、
早
探
題
-
一

被
レ知
テ
ゲ
リ
。
今
ハ
休
事
ヲ
得
ヌ
所
也
」
と
、
大
友
と
と
も
に
七
千
余
騎
で
、

五
月
二
十
五
日
午
刻
に
探
題
館
へ
押
し
寄
せ
た
。
探
題
側
に
は
離
反
者
が
続
出

し
、
英
時
は
自
害
、
一
族
郎
従
三
百
四
十
人
も
腹
を
切
っ
た
。

た
だ
、
こ
の
結
末
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
の
詩
が
引
用
さ
れ
、
「
哀
哉
、
昨

日
ハ
小
武
・
大
友
、
英
時
-
一
順
テ
菊
池
ヲ
討
、
今
日
ハ
又
小
武
・
大
友
、
官
軍

ニ
属
シ
テ
英
時
ヲ
討
」
と
、
小
弐
・
大
友
へ
の
批
判
的
視
線
が
窺
え
る
。

長
門
探
題
北
条
時
直
の
動
向
が
語
ら
れ
る
の
が
第
六
章
で
あ
る
。
六
波
羅
に

加
勢
す
る
た
め
「
大
船
百
齢
般
」
で
上
京
し
よ
う
と
し
た
時
直
は
、
「
周
防
ノ

鳴
渡
」
で
「
京
モ
鎌
倉
モ
早
皆
源
氏
ノ
為
ニ
被
レ
滅
テ
、
天
下
悉
王
化
-
一
順
ヌ
」

と
聞
き
、
「
九
州
ノ
探
題
ト
一
所
ニ
成
ン
」
と
筑
紫
に
向
か
う
。
と
こ
ろ
が
、

赤
間
関
で

「筑
紫
ノ
探
題
英
時
モ
、
昨
日
早
小
或
・
大
友
ガ
為
ニ
被
レ
亡
テ
、

九
園
二
嶋
悉
公
家
ノ
タ
ス
ケ
ト
成
ヌ
」
と
聞
い
た
こ
と
で
、
心
替
り
す
る
兵
も

続
出
し
、
「
僅
ニ
五
十
銭
人
」
と
な
っ
て
「
柳
浦
ノ
浪
ニ
漂
泊
ス
」
と
い
う
有

様
。
時
直
は
「
小
武
・
嶋
津
が
許
へ
、
降
人
-
一
可
ν
成
由
」
を
伝
え
た
。

笠
置
合
戦
の
時
、
筑
前
に
配
流
と
な
っ
て
い
た
「
峯
ノ
僧
正
俊
雅
」
は
「
今

一
時
ニ
運
ヲ
開
テ
、
園
人
皆
其
左
右
-
一
慢
ミ
随
フ
」
立
場
に
あ
り
、
「
九
州
ノ

成
敗
、
勅
許
以
前
ハ
暫
此
僧
正
ノ
計
ヒ
ニ
在
」
っ
た
た
め
、
小
弐
・
嶋
津
は
、

時
直
を
同
道
し
て
降
参
の
こ
と
を
伝
え
た
。
「
膝
行
頓
首
シ
」

「平
伏
」
す
る
時

直
を
見
た
俊
雅
は
、
同
情
の
一
線
を
流
し
、
助
命
を
約
す
。
や
が
て
、
勅
免
に
よ
っ

て
「
懸
命
ノ
地
」
の
安
堵
も
受
け
た
時
直
は
「
無
二
甲
斐
一命
ヲ
扶
テ
、
噺
ヲ
高

人
ノ
指
頭
ニ
受
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
時
ヲ
一
家
ノ
再
興
」
に
待
っ
て
い
た
が
、
間
も

な
く
病
死
し
て
し
ま
っ
た
。

「
京
都
ノ
合
戦
ノ
最
中
、
北
園
ノ
蜂
起
ヲ
鎖
メ
ン
為
一
一
越
前
ノ
園
ニ
下
テ
、

大
野
郡
牛
原
」
に
い
た
淡
河
右
京
亮
時
治
一
族
の
悲
劇
的
な
最
後
が
描
か
れ
る

の
が
第
七
章
で
あ
る
。
六
波
羅
没
落
の
報
と
と
も
に

「相
順
タ
ル
闘
ノ
勢
共
、

片
時
ノ
程
ニ
落
失
テ
、
妻
子
従
類
ノ
外
ハ
事
問
人
モ
無
」
い
状
態
の
時
治
に
対

し
て
、
平
泉
寺
衆
徒
が
「
折
ヲ
得
テ
、
彼
跡
ヲ
申
賜
ラ
ン
為
ニ
、
自
園
・
他
園

/
軍
勢
ヲ
相
語
ヒ
、
七
千
絵
騎
ヲ
率
シ
テ
、
五
月
十
二
日
ノ
白
書
-
こ
牛
原
へ

押
し
寄
せ
た
。

「敵
ノ
勢
ノ
雲
震
ノ
如
ナ
ル
ヲ
見
テ
、
戦
共
幾
程
カ
可
レ
品
開
」
と
判
断
し
た

時
治
は
妻
に
「
御
事
ハ
女
性
ニ
テ
ヲ
ワ
ス
レ
パ
、
縦
ヒ
敵
角
ト
知
ト
モ
命
ヲ
失

ヒ
奉
ル
マ
デ
ノ
事
ハ
非
ジ
。
サ
テ
モ
此
世
ニ
在
存
へ
給
ハ
ぐ
、
如
何
ナ
ル
人
ニ

モ
相
馴
テ
、
憂
ヲ
慰
ム
便
ニ
付
可
レ
給
」
と
告
げ
る
。
妻
は
「
最
ト
恨
テ
」
「
同

ハ
恩
フ
人
ト
共
ニ
ハ
カ
ナ
ク
成
テ
、
埋
レ
ン
苔
ノ
下
マ
デ
モ
、
同
穴
ノ
契
ヲ
忘

ジ
」
と
述
べ
「
泊
ノ
床
ニ
臥
沈
」
ん
だ
。

結
局
、
妻
と
二
人
の
幼
児
と
は
乳
母
達
と
と
も
に
河
に
身
を
投
げ
る
。
時
治

も
「
自
害
シ
テ

一
堆
ノ
灰
ト
」
成
っ
た
が
、
章
の
末
尾
に
は
「
隔
生
則
忘
ト
ハ

申
ナ
ガ
ラ
又

一
念
五
百
生
、
繋
念
無
量
劫
ノ
業
ナ
レ
パ
、
奈
利
八
高
ノ
底
マ
デ

モ
、
同
ジ
思
ノ
炎
ト
成
テ
焦
給
プ
ラ
ン
ト
、
哀
也
ケ
ル
事
共
也
」
と
の
同
情
的

言
辞
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
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第
八
章
は
、
越
中
守
護
一
族
の
最
後
と
後
日
讃
か
ら
成
る
。
越
中
守
護
名
越

遠
江
守
時
有
と
弟
の
修
理
一
早
川
有
公
と
甥
の
兵
庫
助
貞
持
と
は
、
出
羽
・
越
後
の

宮
方
の
上
洛
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
「
越
中
ノ
二
塚
」
に
陣
取
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
六
波
羅
の
没
落
と
「
東
園
ニ
モ
軍
起
テ
、
己
ニ
鎌
倉
へ
寄
ケ
ル
」
と

の
報
に
よ
っ
て
、
「
只
今
マ
デ
馳
集
ツ
ル
能
登

・
越
中
ノ
兵
共
、
放
生
津
ニ
引

退
テ
却
テ
守
護
ノ
陣
へ
押
寄
ン
」
と
い
う
状
況
に
な
り
、
残
っ
た
者
は
七
十
九

人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
五
月
十
七
日
ノ
午
刻
ニ
敵
既
-
二
高
齢
騎
ニ
テ
寄
ル
」
と
聞
き
、
時
有
達

は
「
敵
ノ
近
付
ヌ
前
ニ
女
性
・
少
キ
人
々
ヲ
パ
舟
ニ
乗
テ
演
ニ
沈
メ
、
我
身
ハ

城
ノ
内
ニ
テ
白
書
ヲ
セ
ン
」
と
決
め
る
。
「
借
老
ノ
契
ヲ
結
デ
今
年
二
十
一
年
」

の
時
有
の
妻
に
は
、
九
歳
と
七
歳
の
男
児
が
あ
っ
た
。
「
相
馴
テ
巳
三
一一
年
ニ

鈴
ケ
ル
」
有
公
の
妻
は
「
只
ナ
ラ
ヌ
身
-
一
成
テ
、
早
月
比
過
」
ぎ
て
い
た
。
貞

持
の
妻
は
「
此
四
五
目
前
ニ
、
京
ヨ
リ
迎
ヘ
タ
リ
ケ
ル
上
施
主
里
で
あ
っ
た
。

こ
の
女
房
達
と
子
供
と
は
海
に
身
を
投
げ
、
城
に
残
っ
た
者
達
は
「
同
時
三
腹

ヲ
掻
切
テ
、
兵
火
ノ
底
ご
焼
死
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
近
比
越
後
ヨ
リ
上
ル
舟
人
」
が
、
こ
の
浦
を
通
り
か
か
り
、

沖
に
碇
を
お
ろ
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
「
透
ノ
漢
-
一
女
ノ
聾
シ
テ
泣
悲
ム
立目
」
が

し
、
次
い
で
汀
の
方
で
男
の
声
が
し
た
。
渚
に
舟
を
寄
せ
た
と
こ
ろ
、

「
最
清

ゲ
ナ
ル
男
三
人
」
が

「
ア
ノ
演
マ
デ
便
船
申
サ
ン
」
と
舟
に
乗
っ
た
。
沖
ま
で

漕
ぎ
出
し
て
、
舟
を
停
め
る
と
、
三
人
の
男
は
舟
か
ら
下
り
て
「
漫
々
タ
ル
浪

ノ
上
」
に
立
っ
た
。
暫
く
し
て
、
浪
の
底
か
ら
三
人
の
女
性
が
浮
か
び
出
て

「
其
事
ト
ナ
ク
泣
シ
ホ

レ
タ
ル
様
」
を
見
せ
た
。
男
達
が
近
付
こ
う
と
す
る
と

「
猛
火
俄
ニ
燃
出
テ
」
炎
が
男
女
の
中
を
隔
て
た
た
め
、
「
三
人
の
女
房
ハ
、
ィ

モ
セ
ノ
山
ノ
中
々
ニ
、
思
焦
レ
タ
ル
体
ニ
テ
、
浪
ノ
底
ニ
沈
」
ん
だ
。
男
達
は

「泣
々
浪
ノ
上
ヲ
滋
蹄
テ
、

二
塚
ノ
方
へ
」
歩
み
行
こ
う
と
し
た
。
「
鈴
/
不
思

議
サ
ニ
」
船
頭
が
男
の
袖
を
捉
え
て
誰
何
す
る
と
、
男
達
は

「我
等
ハ
名
越
遠

江
守

・
同
修
理
亮
・
弁
兵
庫
助
」
と
名
乗
り
、
「
カ
キ
消
様
-
こ
姿
を
消
し
た

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
日
諌
に
つ
い
て
は
、

「天
性
ア
術
婆
伽
」
「
我
朝
ノ
宇
治
ノ
橋
姫
」
の

例
を
引
い
た
上
で
、
「
親
リ
斯
ル
事
ノ
、
ゥ
ッ
、
ニ
見
ヘ
タ
リ
ケ
ル
亡
念
ノ
程

コ
ソ
罪
深
ケ
レ
」
と
記
さ
れ
る
。

第
九
章
は
、
巻
九
末
尾
の
第
十
章
に
連
接
す
る
内
容
を
持
つ
。
「
京
洛
己
ニ

静
マ
リ
ヌ
ト
イ
へ
共
、
金
剛
山
ヨ
リ
引
返
シ
タ
ル
平
氏
共
、
猶
南
都
ニ
留
テ
、

帝
都
ヲ
責
ン
ト
ス
ル
」
噂
が
あ
っ
た
た
め
、
中
院
定
平
を
大
将
と
す
る
五
万
余

騎
を
大
和
路
へ
、
楠
正
成
に
二
万
余
騎
を
添
え
た
勢
を
溺
手
と
し
て
河
内
国
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
さ
れ
た
。

「A
ユ
度
手
痛
キ
合
戦
ア
ラ
ン
」
と
恩
わ
れ
た
「
南
都
ニ
引
箆
ル
平
氏
ノ
軍

兵
」
五
万
余
騎
は
、

「
イ
ツ
シ
カ
小
水
ノ
魚
ノ
沫
-
一
吻
ク
体
-
一
成
テ
、
徒
-
一
日

ヲ
迭
ケ
ル
間
」
に
、

「宇
都
宮

・
紀
清
爾
黛
七
百
鈴
騎
」
が
「
給
旨
ヲ
給
テ
上

洛
」
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
百
騎
二
百
騎
、
五
騎
十
騎
、
我
先
ニ
ト
降

参
シ
」
た
た
め
、
残
留
す
る
平
氏
(
幕
府
軍
)
は
僅
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

(注
4
)

阿
曽
時
治
ら

「宗
ト
ノ
平
氏
十
三
人
」
と
、

二
階
堂
道
施
ら

「
闘
東
権
勢

ノ
侍
五
十
鈴
人
」
は
、
般
若
寺
で
出
家
し
、
降
人
に
な
っ
た
。
中
院
定
平
は

「是
ヲ
請
取
テ
、
高
手
小
手
ニ
誠
メ
、
侍
馬
ノ
鞍
坪
-
一
縛
屈
メ
テ
、
数
高
ノ
官
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軍
ノ
前
々
ヲ
追
立
サ
セ
、
白
重
-
こ
帰
京
し
た
。
そ
し
て
、
「
囚
人
」
の

「黒

衣
ヲ
脱
セ
、
法
名
ヲ
元
ノ
名
ニ
改
テ
、
一
人
ヅ
、
大
名
ニ
預
」
け
た
。
「
七
月

の注
5
)

九
日
、
阿
曾
弾
正
少
弼
・
大
併
右
馬
助

・
江
馬
遠
江
守

・
佐
介
安
警
守

・
井

長
崎
四
郎
左
衛
門
、
彼
此
十
五
人
」
が
、
阿
弥
陀
峯
に
お
い
て
斬
ら
れ
た
。
二

階
堂
道
施
は
「
朝
敵
/
最
一
、
武
家
ノ
輔
佐
タ
リ
シ
カ
共
、
賢
才
ノ
血
管
、
粂
テ

ヨ
リ
叡
聞
ニ
達
」
し
て
い
た
た
め
、
「
召
仕
ル
ベ
シ
」
と
し
て
、
「
死
罪
一
等
ヲ

許
サ
レ
、
懸
命
ノ
地
ニ
安
堵
」
と
な
っ
た
も
の
の
、
「
又
隠
謀
ノ
企
有
ト
テ
、

同
年
ノ
秋
ノ
季
ニ
、
終
ニ
死
刑
」
と
な
っ
た
。

佐
介
左
京
亮
貞
俊
は
、
重
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
北
条
高
時
に
「
恨
ヲ
含

ミ
償
ヲ
抱
キ
ナ
ガ
ラ
」
金
剛
山
攻
撃
軍
の
中
に
い
た
と
こ
ろ
、
千
種
忠
顕
よ
り

「
給
旨
ヲ
申
輿
へ
テ
、
御
方
-一
可
レ参
由
」
の
連
絡
を
受
け
た
た
め
、
「
去
五
月

ノ
初
ニ
千
葉
屋
ヨ
リ
降
参
シ
テ
」
京
都
に
出
て
来
て
い
た
。
や
が
て
召
し
捕
ら

れ
た
貞
俊
は
、
「
最
期
/
十
念
動
ケ
ル
聖
」
に
託
し
て
「
年
来
身
ヲ
放
タ
ザ
リ

ケ
ル
腰
ノ
万
ヲ
、
預
人
ノ
許
ヨ
リ
乞
出
シ
テ
、
故
郷
ノ
妻
子
ノ
許
へ
」
送
る
こ

と
に
し
た
。
聖
が
了
承
す
る
と
貞
俊
は
非
常
に
喜
び
、
一
首
の
和
歌
「
皆
人
ノ

世
ニ
有
時
ハ
数
ナ
ラ
デ
憂
ニ
ハ
モ
レ
ヌ
我
身
也
ケ
リ
」
を
詠
み
、
「
閑
-
こ
首

を
打
た
せ
た
。
聖
は
鎌
倉
ま
で
下
り
、
よ
う
や
く
貞
俊
の
妻
を
尋
ね
出
し
て
、

形
見
の
万
と
貞
俊
が
最
期
の
と
き
着
て
い
た
小
袖
と
を
手
渡
し
た
。
す
る
と
、

貞
俊
の
委
は
「
只
涙
ノ
床
ニ
臥
沈
テ
、
悲
-
一
…
堪
粂
タ
ル
気
色
」
だ
っ
た
が
、
形

見
の
小
袖
の
棲
に
「
誰
見
ヨ
ト
信
ヲ
人
ノ
留
メ
ケ
ン
堪
テ
有
ベ
キ
命
ナ
ラ
ヌ
ご

と
書
き
付
け
、
そ
の
小
袖
を
引
き
か
ぶ
り
、
形
見
の
刀
を
胸
に
突
き
立
て
て
、

死
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
夫
に
死
別
し
た
妻
ゃ
、
子
に
先
立
た
れ
た
老
母
達
も
、
自
ら
命

を
絶
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
下
、
北
条
氏
滅
亡
に
関
す
る
、
や
や
長
文
の
評
語
が
付
け
ら
れ
て
、
こ
の

章
及
び
巻
十

一
が
終
わ
る
。

巻
七
に
お
い
て
隠
岐
か
ら
脱
出
し
伯
警
の
船
上
山
に
拠
っ
た
後
醍
醐
天
皇
の

都
へ
の
還
幸
を
縦
糸
と
し
、
巻
九

・
巻
十
に
分
け
て
記
さ
れ
た
六
波
羅
と
鎌
倉

と
の
滅
亡
の
余
震
と
も
一
言
う
べ
き
地
方
の
状
況
を
横
糸
と
し
て
、
織
り
上
げ
ら

れ
て
い
く
の
が
巻
十
一
で
あ
る
。

巻
十
末
尾
の
鎌
倉
幕
府
滅
亡
は

「
元
弘
三
年
五
月
二
十
二
日
」
で
あ
っ

た
。

従
っ
て
、
幕
府
滅
亡
後
の
状
況
を
描
く
巻
十

一
第
一
章
は
、
空
間
的
に
も
時
間

的
に
も
巻
十
の
巻
末
に
連
接
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇
の
動
向
を
記
す

第
二
章

・
第
三
章

・
第
四
章
の
う
ち
、
第
二
章
は
、
巻
九
に
お
け
る
六
波
羅
没

落
の
報
を
受
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

っ
て
お
り
、
第
三
章
に
お
い
て
巻
十
に
接

続
す
る
。
そ
し
て
、
第
五
章
・
第
六
章
・
第
七
章
・
第
八
章
は
、
巻
九

・
巻
十

の
縮
小
版
と
も
言
う
べ
き
「
地
方
」
の
状
況
が
記
述
さ
れ
る
。

第
二
章
に
お
い
て
、
勘
解
由
次
官
藤
原
光
守
の
主
張
し
た
還
幸
に
つ
い
て
の

慎
重
論
は
、
後
醍
醐
帝
の
自
主
的
な
占
い
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
が
、
光
守
の

懸
念
が
現
実
に
解
消
さ
れ
る
の
は
第
九
章
と
な
る
。
な
お
、
笠
置
山

(巻
三
)

〔注
6
)

以
来
、
顕
著
さ
を
増
し
た
後
醍
醐
帝
の
自
律
的
姿
勢
は
、
隠
岐
脱
出
を
経
て
確

固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
第
三
章
で
、
兵
庫
に
参
向
し
た
赤
松
入
道
父
子
四
人

に
対
し
て
、
帝
は
「
天
下
草
創
ノ
功
偏
-
一
汝
等
愚
民
ノ
忠
戦
ニ
ヨ
レ
リ
。
思
賞

-24-
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と
こ
ろ
で
、
第
五
章
で
「
論
旨
ニ
錦
ノ
御
旗
ヲ
副
テ
」
樗
領
し
て
い
な
が
ら
、

菊
池
と
の
同
盟
を
拒
否
し
て
い
た
少
弐
と
大
友
の
う
ち
、
少
弐
は

「五
月
七
日

雨
六
波
羅
巳
ニ
被
ニ責
落
一
テ
、
千
葉
屋
ノ
寄
手
モ
悉
南
都
へ
引
退
ヌ
」
と
聞
き

「
探
題
ヲ
奉
ν
射
身
ノ
答
ヲ
遁
パ
ヤ
」
と
考
え
、
小
弐
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た
大

友
は
、
小
弐
と
組
む
事
で
「
角
テ
ヤ
助
カ
ル
ト
竪
領
掌
シ
」
た
の
で
あ

っ
た
。

第
六
章
の
北
条
時
直
は
、

六
波
羅
に
加
勢
す
べ
く
上
洛
す
る
途
中
で
「
京
モ

鎌
倉
モ
早
皆
源
氏
ノ
為
-
一
被
レ
滅
テ
、
天
下
悉
王
化
ニ
順
ヌ
」
と
聞
き
、
九
州

へ
と
進
路
を
変
更
し
た
。

第
七
章
の
淡
河
時
治
は
、

「北
園
ノ
蜂
起
ヲ
鎖
メ
ン
為
-
こ
越
前
に
下
っ
て

牛
原
に
い
た
時
に
「
六
波
羅
没
落
/
由
」
を
聞
い
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
「
相

順
タ
ル
園
ノ
勢
共
」
が
「
片
時
ノ
程
-
一
落
失
テ
、
妻
子
従
類
ノ
外
ハ
事
問
人
モ

無
」
く
な
り
、
平
泉
寺
衆
徒
の
攻
撃
を
受
け
、
自
害
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
行
っ

た。
第
八
章
の
名
越
時
有
達
は
、
北
陸
道
を
防
備
し
越
中
の
二
塚
で
「
近
園
ノ
勢

共
」
を
召
集
し
た
と
こ
ろ
、

「六
波
羅
己
ニ
被
二責
落
-
テ
後
、
東
園
ニ
モ
軍
起

テ
、
己
ニ
鎌
倉
へ
寄
ケ
ル
ナ
ン
ド
、
様
々
ニ
聞
へ

」
た
た
め
、

「催
促
ニ
順
テ
、

只
今
マ
デ
馳
集
ツ
ル
能
登
・
越
中
ノ
兵
共
」
は

「放
生
津
ニ
引
退
テ
却
テ
守
護

ノ
陣
へ
押
寄
ン
」
と
し
、

「今
マ
デ
身
代
命
-
一
代
ラ
ン
卜
、
義
ヲ
存
ジ
忠
ヲ
致

シ
ツ
ル
郎
従
」
は

「時
ノ
間
ニ
落
失
テ
、
剰
敵
軍
ニ
加
リ
」
、
「
朝
ニ
来
リ
暮
ニ

往
テ
、
交
ヲ
結
ビ
情
ヲ
深
セ
シ
朋
友
」
も

「忽
ニ
心
掛
亙
ジ
テ
、
却
テ
害
心
ヲ
播

ム
」
と
い
う
情
勢
の
急
変
の
中
で
、

一
族
全
員
が
最
期
を
遂
げ
た
。

(い注
7
〉

巻
十
に
お
い
て
は
、

〈鎌
倉
殿
(
北
条
高
時
)
/
御
屋
形
〉
が
幕
府
方
武
士

の
注
目
の
対
象
で
あ
り
、
そ
の
炎
上
に
よ
っ
て
武
士
達
は
死
へ
の
覚
悟
を
堅
め

ハ
各
望
ニ
可
レ任
」
と
伝
え
、
「
禁
門
ノ
警
固
ニ
奉
侍
」
さ
せ
た
。
又
、
北
条
追

討
を
注
進
し
た
新
田
義
貞
か
ら
の
使
者
三
人
に
対
し
て
は
「
恩
賞
ハ
宜
依
レ
請
」

と
宣
下
し
、
「
勲
功
ノ
賞
」
を
与
え
た
。
た
だ
、
赤
松
入
道
に
対
し
て
の
「
恩

賞
」
が
、
右
の
言
葉
通
り
の
も
の
で
な
か
っ
た
た
め
、
赤
松
円
心
が
「
俄
-
一
心

替
シ
テ
、
朝
敵
ト
成
」
っ
た
事
に
つ
い
て
は
、
巻
十
二
で
語
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。第
四
章
で
そ
の
参
向
が
記
さ
れ
る
楠
正
成
の
場
合
は
、
帝
が

「御
簾
ヲ
高
ク

捲
セ
テ
、
正
成
ヲ
近
ク
被
レ
召
、

『大
儀
早
速
ノ
功
、
偏
-
一
汝
ガ
忠
戦
ニ
ア
リ
』

ト
感
ジ
被
レ仰
」
た
の
に
対
し
、
「
是
君
ノ
聖
文
神
武
ノ
徳
-
一
不
レ依
パ
、
微
臣

争
カ
尺
寸
ノ
謀
ヲ
以
テ
、
強
敵
ノ
囲
ヲ
可
レ出
候
乎
」
と
述
、
へ
て
「
功
ヲ
辞
シ

テ
謙
下
」
し
た
。
そ
し
て
、
正
成
は
、
帝
の
兵
庫
出
立
の
日
か
ら

「前
陣
ヲ
奉

テ
、
畿
内
ノ
勢
ヲ
相
順
へ
、
七
千
鈴
騎
ニ
テ
前
騎
」
し
た
。

治
部
卿
と
左
馬
頭
と
に
任
ぜ
ら
れ
た
足
利
高
氏
と
直
義
と
が
、
還
幸
の
行
列

の
「
後
乗
-
一
順
テ
、
百
官
ノ
後
-
こ
従
っ
た
の
は
、

「尚
非
常
ヲ
慢
ム
最
中
ナ

レパ

」
と
し
て

「帯
創
ノ
役
ニ
テ
、
輩
ノ
前
-
一
」
供
奉
し
た
千
種
忠
顕
な
ど
か

ら
見
て
、

官同
氏
・
直
義
へ
の
警
戒
心
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
事
を
示
し
て
い
る

と
見
る
事
も
で
き
る
。
一
方
、
「
此
外
正
成
・
長
年
・
圃
心
・
結
城
・
長
沼
・

塩
冶
己
下
諸
園
ノ
大
名
ハ
、
五
百
騎
・

三
百
騎
、
其
旗
ノ
次
-
二
勢
々
々
引
分

テ
、
輩
絡
ヲ
中
-
一
シ
テ
、
閑
ニ
小
路
打
タ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
見
物
ノ
貴

賎
岐
-
一
満
テ
、
只
帝
徳
ヲ
頒
シ
奉
離
耳
、
洋
々
ト
シ
テ
耳
ニ
盈
リ
」
と
い
う
華
や

か
さ
の
中
に
あ
っ
て
、
帝
の
言
葉
に
も
拘
ら
ず
、
楠
正
成
や
赤
松
円
心
の
存
在

が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
と
見
ら
れ
な
か
っ
た
側
面
を
も
示
し
て
い
る
。

nノ“
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た
。
巻
十
一
に
描
か
れ
る
幕
府
方
の

μ

地
方
H

の
武
士
達
は
、
〈
六
波
羅
没

港
〉
〈
鎌
倉
滅
亡
〉
と
い
う
情
報
に
よ
っ
て
、
孤
立
化
さ
せ
ら
れ
、
死
へ
と
追

い
や
ら
れ
て
い
く
。

巻
九
で
は
、
六
波
羅
か
ら
鎌
倉
へ
と
差
し
伸
ば
さ
れ
た
手
が
断
ち
切
ら
れ
る

(注

ι)

形
で
、
探
題
北
条
仲
時
以
下
が
近
江
番
場
に
お
い
て
自
害
を
し
た
q

巻
十
で

は
、
徐
々
に
輸
を
狭
め
て
い
く
形
で
北
条
高
時
以
下
が
自
害
し
、
「
平
家
九
代

ノ
繁
自
国
一
時
ニ
滅
亡
」
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
巻
十
の
巻
末
に
、

対
句
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
源
氏
多
年
ノ
蛍
懐

一
朝
ニ
開
ク
ル
事
ヲ
得
タ
リ
」

と
い
う

一
文
は
、
新
田
勢
の
攻
撃
に
よ
る
源
氏
方
の
鎌
倉
制
圧
の
み
を
述
べ
る

の
で
は
な
く
、

「平
家
九
代
ノ
繁
昌
」
に
代
る
も
の
の
登
場
、
つ
ま
り
主
役
の

交
代
を
も
予
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻
十
一
で
は
、
主
役
た
る
後
醍
醐
帝
の

再
登
場
が
、
時
間
を
追
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、
京
都
に
還
幸
す
る
後
醍

醐
帝
の
周
り
に
、
ふ
く
れ
あ
が
る
形
で
加
わ
っ
て
い
く
勢
力
の
事
を
記
し
つ
つ

も
、
そ
の
末
端
部
分
に
含
ま
れ
て
い
く
の
が
、
小
弐
・
大
友
の
よ
う
な
氏
名
を

明
記
さ
れ
た
武
士
達
だ
け
で
な
く
、
北
条
時
直
の
船
団
か
ら
「
イ
ツ
シ
カ
頓
テ

心
替
シ
テ
、
己
ガ
様
々
ニ
落
行
ケ
ル
」
人
々
や
、
淡
河
時
直
を
死
へ
と
追
い
詰

め
る
「
平
泉
寺
/
衆
徒
」
ゃ
、
名
越
時
有
達
に
対
し
て

「忽
-
一
心
掛
宜
ジ
テ
、
却

テ
害
心
ヲ
揺
ム
」
人
々
で
も
あ
っ
た
事
を
、
作
品
は
語
っ
て
い
る
。

六
波
羅
と
鎌
倉
と
い
う
二
つ
の
中
心
点
を
失
っ
た
状
況
の
下
で
、
地
方
の
北

条
方
勢
力
が
反
攻
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
象
徴
と
な
る
べ
き
人
物
の
存
在
と
勢

力
の
結
集
が
必
要
で
あ
る
が
、
北
条
時
直
や
名
越
時
有
逮
は
、
む
し
ろ
切
り
捨

て
ら
れ
る
形
で
死
ん
で
行
く
し
か
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
彼
等
の
死
に
つ
い

て
は
(
第
九
章
の
「
佐
介
左
京
亮
貞
俊
」
の
場
合
も
)
、
女
性
や
幼
児
を
登
場

さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
哀
話
と
し
て
同
情
的
に
描
か
れ
て
は
い
る
。

そ
し
て
、
第
九
章
末
尾
に
、
次
の
よ
う
な
締
め
括
り
の
文
章
が
掲
げ
ら
れ
る
。

承
久
ヨ
リ
以
来
、
平
氏
世
ヲ
執
テ
九
代
、
暦
数
巳
ニ
百
六
十
銭
年
ニ
及
ヌ

レ
パ
、

一
類
天
下
ニ
ハ
ビ
コ
リ
テ
、
威
ヲ
振
ヒ
勢
ヒ
ヲ
専
ニ
セ
ル
所
々
ノ
探

題
、
図
々
の
守
護
、
其
名
ヲ
奉
テ
天
下
ニ
有
者
巳
-
一
八
百
人
ニ
餓
リ
ヌ
。
況

其
家
々
ノ
郎
従
タ
ル
者
幾
高
億
ト
云
数
ヲ
不
レ知
。
去
パ
縦
六
波
羅
コ
ソ
瓶

披

責

落
-共
、
筑
紫
ト
鎌
倉
ヲ
パ
十
年
・
二
十
年
ニ
モ
被
一
退
治
-事
難
ト

コ

ソ
費
シ
ニ
、

六
十
徐
州
悉
符
ヲ
合
タ
ル
如
ク
、
同
時
ニ
軍
起
テ
、
縫
ニ
四
十

三
日
ノ
中
ニ
皆
滅
ビ
ヌ
ル
業
報
ノ
程
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
。
愚
哉
闘
東
ノ
勇
士

久
天
下
ヲ
保
チ
、
威
ヲ
一
温
海
内
ニ
一
復
シ
カ
ド
モ
、
園
を
治
ル
心
無
リ
シ
カ
パ
、

堅
甲
利
兵
、
徒
ニ
挺
楚
ノ
為
ニ
被
レ
捲
テ
、
滅
亡
ヲ
瞬
目
ノ
中
-
一
得
タ
ル
事
、

騎
レ
ル
者
ハ
失
シ
倹
ナ
ル
者
ハ
存
ス
。
古
へ
ヨ
リ
今
-
一
至
マ
デ
是
ア
リ
。
此

裏
ニ
向
テ
頭
ヲ
回
ス
人
、
天
道
ハ
盈
テ
ル
ヲ
敏
事
ヲ
不
レ
知
シ
テ
、
猶
人
ノ

欲
心
ノ
厭
コ
ト
ナ
キ
ニ
溺
ル
。
出
旦
不
レ
迷
乎
。

こ
れ
は
、
巻
九
・
巻
十
に
分
け
て
語
ら
れ
て
き
た
H

中
央
H

情
勢
に
、
巻
十

一
の
H

地
方
H

状
況
を
も
加
え
た
上
で
の
総
決
算
と
し
て
の
評
語
で
あ
り
、
巻

一
以
来
「
見
人
眉
ヲ
毎
メ
、
聴
人
唇
ヲ
翻
ス
」
と
描
写
さ
れ
た
北
条
古同
時
に
象

徴
さ
れ
る

「騎
レ
ル
者
」
の
滅
亡
を
纏
め
た
一
文
と
し
て
、
作
品
展
開
上
の
一

(注
3
)

つ
の
完
結
を
示
し
て
も
い
る
Q

こ
こ
で
、
北
条
氏
が
短
期
間
に
滅
亡
し
た
事
を
「
業
報
」
と
し
て

「不
思
議

ナ
レ
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
に
は
、
作
品
と
し
て
の
歴
史
解
釈
の
一
視
点
を

窺
う
事
が
で
き
よ
う
し
、
巻
十
こ
か
ら
展
開
し
て
い
く
後
醍
醐
帝
の

〈公
家
一

統
の
政
治
〉
の
中
に
も
「
騎
レ
ル
者
」
や
「
天
道
ハ
盈
テ
ル
ヲ
敏
事
」
を
知
ら
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な
い
人
や

「欲
心
」
を
持
つ
人
聞
が
現
れ
た
場
合
に
は
、
決
し
て
安
泰
で
は
な

い
、
と
い
う
客
観
的
な
歴
史
観
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

〈公
家
一
統
の
政
治
〉
に
問
題
が
生
じ
る
事
が
あ
れ
ば
、
「
平
家
」
に
代
わ
る

主
役
と
し
て
の
「
源
氏
」
が
、
「
公
家
」
と
桔
抗
す
る
存
在
と
な
っ
て
、
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
事
に
な
る
。

注
(
1
)
巻
四
以
後
「
先
帝
」
と
称
さ
れ
た
後
醍
醐
帝
で
あ
る
が
、
巻
七
「
先
帝

船
上
臨
幸
事
」
以
後
、

「主
上
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
庖
)
に
よ
る
。

(
3
)
こ
の
章
の
中
で
、
「
大
伴
」
と
「
大
友
」
と
が
呼
称
と
し
て
混
在
し
て

い
る
が
、
引
用
文
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

(
4
)
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
人
名
の
う
ち
、
「
阿
曾
部
正
少
弼
時
治
」
に

つ
い
て
は
、
巻
十
で
北
条
高
時
と
と
も
に
自
害
し
た
人
名
の
中
に
「
阿

曾
弾
正
少
弼
治
時
」
な
る
人
物
が
見
ら
れ
、
大
系
本
巻
十
の
頭
注
は
、

そ
れ
を

「左
近
大
夫
将
監
時
治
」
か
と
す
る
。
「
大
悌
右
馬
助
貞
直
」

は
、
巻
十
で
「
大
仰
陸
奥
守
貞
直
」
が
討
死
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
は

「
高
直
」
の
誤
り
と
恩
わ
れ
る
。
「
江
馬
遠
江
守
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ

く
巻
十
で
自
害
す
る
中
に
「
江
馬
遠
江
守
公
篤
」
の
自
害
が
記
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
こ
こ
は
別
人
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(
5
)
史
実
と
し
て
は
、
翌
建
武
元
年
(
一

三
三
四
)
三
月
二
十
一
日
。

(
6
)
巻
二
と
巻
三
と
に
お
け
る
後
醍
醐
天
皇
像
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
拙
著

『
太
平
記
の
説
話
文
学
的
研
究
』
第
二
章
参
照
。

(
7
)
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「鎌
倉
幕
府
の
崩
壊
1
1

『太
平
記
』
巻

十
の
構
成
と
展
開
1

1

」
(
『
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集
』
初
)
参
照
。

(
8
)
拙
稿
「
足
利
高
氏
の
役
割
|
|
『
太
平
記
』
巻
九
の
構
成
と
展
開
|
|
」

(
『
樟
蔭
国
文
学
』
m
U
)

参
照
。

(
9
)
巻
末
の
文
は
諸
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
各
章

に
お
い
て
も
、
人
名
な
ど
で
異
文
を
載
せ
る
天
正
本
は
、
右
に
引
用
し

た
末
文
に
続
け
て
、
高
野
山
に
出
家
遁
世
し
た
工
藤
新
左
衛
門
入
道
が

鎌
倉
に
下
向
し

「御
屋
形
の
旧
跡
」
に
落
一候
、
詠
歌
の
後
「
散
聖
ノ
道

人
」
と
な
っ
た
と
の
記
事
を
載
せ
、
他
の
諸
本
と
は
異
な
っ
た
締
め
括

り
方
を
し
て
い
る
。
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